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NEIL1; Endonuclease 8-like 1; DNA glycosylase/AP lyase Neil1; DNA-(apurinic or apyrimidinic
site) lyase Neil1; Endonuclease Vlll-like 1; FPG1; Nei homolog 1; NEH1; Nei-like protein 1
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、DNAグリコシラーゼをコードするNeiエンドヌクレアーゼVIII様遺伝子ファミリーのメンバーです。コードされている酵素は、主に酸化ピリミジンなどの損傷塩基を除去することで塩基除去修復を開始し、DNA修復経路に関与します。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2012年2月],触媒活性：DNAから損傷塩基を除去し、脱塩基部位を残します。,触媒活性：DNAの脱プリン部位または脱ピリミジン部位の3'側のC-O-P結合は、β脱離反応によって切断され、3'末端不飽和糖と末端5'リン酸を持つ生成物が残ります。,機能：酸化または変異原性物質によって損傷したDNAの塩基除去修復に関与します。損傷塩基を認識して除去するDNAグリコシラーゼとして機能します。チミングリコール、ホルムアミドピリミジン（Fapy）、5-ヒドロキシウラシルなどの酸化ピリミジンを優先的に認識する。8-オキソグアニンに対する活性は限定的である。AP（アプリニック/アピリミジン）リアーゼ活性を有し、DNA鎖に切断を導入する。β-δ脱離によってDNA骨格を切断し、除去された塩基の部位で3'-リン酸と5'-リン酸の両方を有する一本鎖切断を生成する。特にU:CおよびT:Cミスマッチにおいて、ミスマッチのウラシルおよびチミンに対してDNAグリコシラーゼ/リアーゼ活性を有する。,誘導：S期にアップレギュレーションされる。,類似性：FPGファミリーに属する。,組織特異性：普遍的。,
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	NEIL1抗体を用いたHeLa細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	NEIL1 抗体を使用した HeLa 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	NEIL1ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

